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Ｐ５　住民基本台帳閲覧状況の公表、農政
　　　補助金
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　５月４日、弁天地区の小森山胸形神社で「じぇ
んこまき」が行われました。これは、無病息災、
家内安全を願って、厄年の人などが「じぇんこ」を
まくお祭りです。当日は晴天の下、新婚、厄年、
還暦、古希、米寿の人など10人が升に入ってい
る小銭をまきました

　５月４日、弁天地区の小森山胸形神社で「じぇ
んこまき」が行われました。これは、無病息災、
家内安全を願って、厄年の人などが「じぇんこ」を
まくお祭りです。当日は晴天の下、新婚、厄年、
還暦、古希、米寿の人など10人が升に入ってい
る小銭をまきました



0 

10 

20 

30 

17.6 
17.4 
18.2 28.1 

28.8 

13.3 

7.7

30
27.5

29.4
24.6

20
20.2
17.9

28.5 28.5
30.2

H24 年度 H25 年度 H26 年度
湯沢市がん検診受診率の推移

％

胃
が
ん

大
腸
が
ん

肺
が
ん

乳
が
ん

子
宮
が
ん

前
立
腺
が
ん

■ ■ ■

2015.05.15
2

2015.05.15
3

　市では、在宅の高齢者のかたがたへの生活支援や介護予防、または介護をしている家族への支援
のため、次のサービスを提供しています。
※高齢者＝おおむね 65 歳以上。

高 齢 者 福 祉
サ ー ビ ス
高 齢 者 福 祉
サ ー ビ ス

♦生活支援事業サービス

♦介護予防事業サービス

♦その他のサービス

軽度生活援助
サービス

ヘルパーやボランティア
を居宅に派遣し、簡易な
家事援助を行う

介護保険に該当にならない高齢
者世帯とこれに準ずる世帯で、
自立した生活のための簡易な家
事援助が必要な人

限　度：週 2回、1日 2時間
利用料：1時間未満　300 円
　　　　以降、30 分ごとに 150 円を加算

利用限度と利用者負担金など対　　　　　　象実 施 内 容事 業 名

入浴をする際に 1回
200円の助成券を交付する

はり、きゅう、マッサージ
施術費助成事業

施術を受ける際に1回
500円の助成券を交付する

昭和 26 年4月 1 日以前に生まれ
た人

限　 度：年 12 回
利用者負担：助成額を除いた施術費

まめで長生き湯っ
こ事業

限　 度：年 12 回
利用者負担：助成額を除いた入浴料金

利用限度と利用者負担金など対　　　　　　象実 施 内 容事 業 名

心身状況、家庭環境などで、食
事の摂取や調理が困難な高齢者
世帯などのうち、要介護状態な
どにある人または在宅生活を継
続するためにサービスが必要と
認められる人

定期的に訪問して栄養バ
ランスの取れた食事を提
供する

すこやか
デイサービス

実施会場へ送迎し、入浴
や食事、趣味活動などを
行う

介護保険に該当しない高齢者で、
身体状況に応じた動作訓練など
が必要な人

限　度：週 1回
利用料：基本サービス　700 円
　　　　入浴サービス　200 円
　　　　食事サービス　実費

限　度：1回 7日以内
利用料：1日 380 円と食事は実費
　　　　（日常生活で通常必要となる費用は
　　　　実費）

生活管理指導員
派遣事業

二次予防事業対象者であって、
心身の状況などにより通所が必
要な事業への参加が困難な人

利用料：なし

生活管理指導
短期宿泊事業

二次予防事業対象者のうち、外
的要因で緊急または一時的に在
宅生活が困難な人

配食サービス事業

限　度：原則週 1回
利用料：おかずのみ　1食 400 円
　　　　弁当タイプ　1食 450 円
　　　　定食タイプ　1食 500 円

家族介護
継続支援事業

在宅で高齢者を介護して
いる介護者に対して、慰
労金を支給する

限　度：1回 100,000 円支給

成年後見制度
利用支援事業

成年後見人の申し立てに
要する経費と、成年後見
人の報酬の助成を行う

介護保険サービスを利用または
利用しようとする身寄りのない
重度の認知症高齢者

利用料：対象者の資産と預貯金などにより、
　　　　費用の全部または一部を助成

自立生活支援事業
限　度：1日 2食まで
利用料：おかずのみ　1食 400 円
　　　　弁当タイプ　1食 450 円
　　　　定食タイプ　1食 500 円

特別養護老人ホームの空
きベットを活用し、短期
の宿泊を行い、体調の調
整と生活習慣に対する指
導を行う

保健師などが居宅を訪問
して、生活機能に関する
問題を総合的に把握・評
価して、必要な相談・指
導を行う

利用限度と利用者負担金など対　　　　　　象実 施 内 容事 業 名

心身の状況、家庭環境な
どを考慮した栄養バラン
スの取れた食事を作り、
定期的に訪問して栄養改
善を行う

二次予防事業対象者のうち、心
身状況と家庭環境などで、食事
の摂取や調理が困難な人

介護保険の要介護 4または 5の
高齢者を在宅で介護している市
民税非課税世帯で、1年間介護
保険サービスを利用していない
人

※基本チェックリストを受けた結果、要介護状態などとなる恐れの高い状態にあると認められる人

※

※

※

健
康
に
自
信
が
あ
る
！

本
当
に
受
け
な
く
て
大
丈
夫
？

            

　
　

※

市
民
健
診
で
受
診
す
る
場
合
は
、
別
に
受

診
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
検
診
＝
ク
ー
ポ
ン
券

　

と
身
分
証
明
書
の
両
方
を
必
ず
持
参
し
、

　

市
民
健
診
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　　

ク
ー
ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ
た
人
で
、
四
月

一
日
以
降
に
市
が
実
施
し
た
各
種
が
ん
検
診

を
受
け
た
人
は
、
後
日
ク
ー
ポ
ン
券
と
引
き

換
え
に
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す
（
該
当
者
に
は

個
別
に
通
知
し
ま
す
）。

　

職
場
で
の
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
、
市

の
制
度
以
外
の
検
診
を
受
け
た
場
合
は
、
払

い
戻
し
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
（
☎
 
2
1

 

2
4
）へ

▽
▽
ご
注
意
く
だ
さ
い

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

　
　
　
　
　
　
　
配
布
し
ま
す

　
　           

　
　

▽
▽
ク
ー
ポ
ン
未
使
用
の
人
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
再
度
配
布
し
ま
す

※平成 27 年4月 1 日現在の満年齢

が
、
や
み
く
も
に
が
ん
を
恐
れ
ず
、
健
康
な

今
だ
か
ら
こ
そ
が
ん
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ

て
、
が
ん
対
策
の
一
つ
と
し
て
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

高 齢 者 福 祉
サ ー ビ ス

〇問い合わせ
　長寿福祉課高齢介護班（☎73‒2123）
　地域包括支援センター（☎78‒2311）
　各総合支所市民サービス班または
　各在宅介護支援センターへ

　　　

が
ん
検
診
未
受
診
の
理
由
は
、「
た
ま
た

ま
受
け
て
い
な
い
」
人
が
最
も
多
く
三
割
近

く
を
占
め
、
つ
い
で
「
必
要
な
ら
ば
い
つ
で

も
受
診
で
き
る
か
ら
」「
健
康
に
自
信
が
あ

る
の
で
必
要
性
を
感
じ
な
い
」「
面
倒
だ
か

ら
」「
時
間
が
無
か
っ
た
か
ら
」
な
ど
が
上

位
を
占
め
る
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
（
二
○

○
九
年
九
月
内
閣
府
に
よ
る
が
ん
対
策
に
対

す
る
世
論
調
査
よ
り
）。

　

日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
な
り
、

三
人
に
一
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
時
代
で
す
。

湯
沢
市
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
、
平
成
二

十
五
年
の
が
ん
死
亡
は
総
死
亡
の
二
十
四
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
胃

が
ん
と
大
腸
が
ん
で
亡
く
な
る
割
合
が
高
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
行
わ
れ
て
い
る
が
ん
検
診
は
、
定
期

的
に
受
け
る
と
、
が
ん
の
死
亡
率
が
低
く
な

る
と
い
う
有
効
性
の
高
い
が
ん
検
診
で
す
。

生
活
習
慣
に
注
意
し
、
が
ん
に
な
ら
な
い
体

づ
く
り
は
と
て
も
大
切
で
す
が
、
絶
対
大
丈

夫
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
は
早

期
に
発
見
し
て
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、
治

療
で
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。「
が
ん

＝
不
治
の
病
＝
怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か

ら
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な
い
の
も
現
状
で
す

「
が
ん
検
診
」

「
が
ん
検
診
」

　

市
で
は
各
種
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
を
対
象
に
、

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん

検
診
に
つ
い
て
の
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
方
針
に
基
づ

い
て
、
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
健
康
意
識
の

普
及
啓
発
と
受
診
促
進
の
た
め
、
全
国
一
律

の
基
準
で
行
う
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
に
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
と
な
っ
た
人

で
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
わ
ず
、
市
の
が
ん
検

診
も
受
診
し
て
い
な
い
人
に
は
、再
度
、ク
ー

ポ
ン
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

※

現
在
、
医
療
機
関
へ
通
院
・
治
療
を
し
て

い
る
場
合
は
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
検
診
実
施
場
所　

市
が
指
定
し
た
検
診
機

　

関
一
覧
（
通
知
に
同
封
）
ま
た
は
市
民
健

　

診
会
場

○
実
施
期
間

▽
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
＝
交
付
日
か

　

ら
平
成
28
年
2
月
29
日
ま
で

▽
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
検
診
＝
市
民
健
診
実

　

施
期
間
内
（
実
施
期
間
は
、
広
報
ゆ
ざ
わ

　

4
月
1
日
号
に
折
り
込
み
の
市
民
健
診
日

　

程
表
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

○
受
診
の
し
か
た

▽
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
＝
指
定
検
診

　

機
関
に
直
接
申
し
込
み
の
上
、
ク
ー
ポ
ン

　

券
と
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
の

　

公
的
証
明
書
）
の
両
方
を
必
ず
持
参
し
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い

※
第
2
次
い
き
い
き
湯
沢
21
計
画
の
受
診
率
の
目
標
は
五
十
％
で
す
が
、

　

全
て
の
が
ん
検
診
に
お
い
て
目
標
に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

○73
胃　が　ん 40 歳、50 歳

大 腸 が ん 40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳

乳　が　ん 40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳

子宮頸がん 20 歳、25 歳、30 歳、35 歳、40 歳

検診名 対象となる人



閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日利用目的の概要申出者の氏名

　

市
で
は
、
生
産
販
売
を
目
的
と

し
、
振
興
作
物
の
作
付
け
を
拡
大

す
る
次
の
事
業
に
対
し
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

・
対
象
者　

非
認
定
農
業
者
で
意

　

欲
の
あ
る
農
業
者

・
対
象
作
物　

地
域
振
興
作
物

　

（
ネ
ギ
、
ア
ス
パ
ラ
、
エ
ダ
マ

メ
、
ダ
イ
ズ
、
ム
ギ
、
ソ
バ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ

ウ
リ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
キ
ノ
コ
、
リ
ン
ゴ
、
ブ

ド
ウ
、
ナ
シ
、
モ
モ
、
オ
ウ
ト

ウ
、
花
き
、
葉
タ
バ
コ
、
肉
用

牛
、
乳
用
牛
、
比
内
地
鶏
、
飼

料
増
産
、
セ
リ
、
イ
チ
ゴ
、
オ

ク
ラ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ミ
ツ
バ
、

ナ
ス
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
、
チ
ョ
ロ

ギ
、
ヒ
ロ
ッ
コ
、
山
菜
）

・
補
助
対
象　

生
産
に
要
す
る
機

　

械
・
施
設
な
ど

・
補
助
額　

費
用
の
12
分
の
5
以

　

内
で
八
十
万
円
を
限
度

※

認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織

な
ど
の
人
は
国
・
県
の
補
助
事
業

が
あ
り
ま
す
。

・
補
助
額　

費
用
の
3
分
の
1

（
新
規
ま
た
は
拡
大
者
に
限
る
）

・
対
象
者　

生
産
販
売
を
目
的
と

　

す
る
農
業
者
、
生
産
組
織
な
ど

・
補
助
対
象　

先
進
地
事
例
な
ど

　

の
研
修
や
講
習
、
販
路
拡
大
に

　

要
す
る
経
費
（
旅
費
）

・
補
助
額　

費
用
の
2
分
の
1

　

（
限
度
額
一
人
に
つ
き
三
万
円
）

　

特
色
あ
る
作
物
栽
培

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
班
（
☎
73
2
1
3
3
）
へ

2015.05.15
5

2015.05.15
4

　

身
体
・
知
的
障
が
い
者
、
そ
の
家
族
な
ど

か
ら
相
談
に
応
じ
、
行
政
ま
た
は
関
係
機
関

と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
く
地
域
の
民
間

協
力
相
談
員
の
皆
さ
ん
で
す
。
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

【
身
体
障
が
い
者
相
談
員
】

■
原
田
喜
久
雄
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
金
澤
敏
夫
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
小
松
繁
一
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
古
川
福
雄
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
藤
原
正
男
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
村
上
京
子
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
関
弘
さ
ん
（
稲
川
地
区
）

■
佐
藤
圓
治
さ
ん
（
稲
川
地
区
）

■
山
形
美
知
男
さ
ん
（
雄
勝
地
区
）

■
小
西
明
さ
ん
（
雄
勝
地
区
）

■
麻
生
清
美
さ
ん
（
皆
瀬
地
区
）

【
知
的
障
が
い
者
相
談
員
】

■
最
上
久
之
助
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
小
西
徳
彌
さ
ん
（
湯
沢
地
区
）

■
瀬
川
正
男
さ
ん
（
稲
川
地
区
）

■
寺
門
敏
子
さ
ん
（
雄
勝
地
区
）

■
小
南
啓
一
さ
ん
（
皆
瀬
地
区
）

○
任
　
期　

平
成
27
年
4
月
1
日
〜
29
年　

　

3
月
31
日

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
す
る
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
で
す
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
の
際
に

は
、
こ
の
相
談
支
援
事
業
所
が
作
成
す
る

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

は
ら
た　
　

き
く
お

か
ね
ざ
わ　

と
し
お

　

こ
ま
つ　
し
げ
い
ち

ふ
る
か
わ　

ふ
く
お

ふ
じ
わ
ら　

ま
さ
お

む
ら
か
み　
き
ょ
う
こ

せ
き
ひ
ろ
し

　

さ
と
う　
　

え
ん
じ

や
ま
が
た　

み
ち
お

　

こ
に
し
あ
き
ら

　

あ
そ
う　
　

き
よ
み

　　

も
が
み　

き
ゅ
う
の
す
け

　

こ
に
し　

と
く
や

　

せ
が
わ　

ま
さ
お

て
ら
か
ど　

と
し
こ

こ
み
な
み
け
い
い
ち

○
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

名　　　　称 所　在　地 電　話

地域活動支援センター松風

ぱあとなあ相談支援事業所

愛光園相談支援事業所

やまばと園相談支援事業所

カメラーデン相談支援事業所

ワークセンターゆざわ相談支援事業所

皆瀬更生園相談支援事業所

ひだまり相談支援事業所

山田字中屋敷15番地１

字両神17番地１かざぐるま内

寺沢字段の上４番地５

三梨町字飯田二ツ森43番地

皆瀬字桜坂17番

前森三丁目３番４号

皆瀬字上小保内６番地

杉沢新所字砂田４番地１

☎72-5855

☎55-8678

☎52-4313

☎42-2141

☎46-2064

☎73-2644

☎46-2729

☎56-5045

新
規
作
物
の
生
産
販
売

に
係
る
技
術
習
得
お
よ

び
販
路
拡
大
へ
の
取
り

組
み
支
援

種
苗
費
、
資
材
な
ど
の

補
助

機
械
、施
設
な
ど
の
補
助

　

今
年
も
開
催
さ
れ
る
、
音
楽
の
ま
ち

〝
ゆ
ざ
わ
〞
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
の
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
事
前
練
習
の
日
程
な
ど
詳
細
は

後
日
連
絡
し
ま
す
。

【
共
通
応
募
条
件
】

○
応
募
資
格　

音
楽
の
ま
ち
〝
ゆ
ざ
わ
〞

　

を
愛
す
る
人

○
応
募
条
件　

本
番
お
よ
び
事
前
練
習

（
合
唱
団
・
バ
ン
ド
）に
参
加
で
き
る
こ
と

○
参
加
料　

無
料

※

交
通
費
補
助
、
出
演
料
は
な
し
。

○
募
集
期
間　

5
月
15
日
㈮
午
前
9
時 

　

〜 

31
日
㈰
午
後
5
時

○
申
し
込
み
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
各
生
涯

　

学
習
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
期

　

間
内
必
着
）
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

　

ル
に
て
左
記
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

音
楽
の
ま

　

ち
〝
ゆ
ざ
わ
〞
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
☎
73
2
1
6
3
）へ

【
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
唱
団
】

○
募
集
人
数　

100
人
程
度

○
事
前
練
習　

8
月
16
日
㈰
午
前
リ
ハ
ー

　

サ
ル

○
指
　
揮　

笹
渕
篤
さ
ん

【
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
バ
ン
ド
】

○
募
集
人
数　

60
人
程
度

○
応
募
資
格　

中
学
校
、
高
校
の
吹
奏
楽

　

部
所
属
部
員
（
湯
沢
市
雄
勝
郡
）
お
よ

　

び
一
般
演
奏
家

○
ゲ
ス
ト　

小
串
俊
寿
さ
ん
（
サ
ク
ソ

　

フ
ォ
ー
ン
奏
者
）

○
指
　
揮　

大
野
多
加
志
さ
ん

○
事
前
練
習　

8
月
11
日
㈫
、
14
日
㈮
、

　

15
日
㈯
、
16
日
㈰
午
前
リ
ハ
ー
サ
ル

【
湯
沢
市
出
身

　
　
　
　

若
手
演
奏
家
ス
テ
ー
ジ
】

○
募
集
人
数　

2
組
程
度
（
応
募
多
数
の

　

場
合
は
、
実
行
委
員
会
で
選
考
）

○
応
募
資
格　

市
内
の
学
校
に
在
学
中
、

　

ま
た
は
卒
業
し
た
若
手
演
奏
家
（
グ

　

ル
ー
プ
の
場
合
は
、
メ
ン
バ
ー
内
に
市

　

出
身
者
を
含
む
こ
と
）

○
応
募
条
件　

ソ
ロ
ま
た
は
ア
ン
サ
ン
ブ

　

ル
で
演
奏
す
る
こ
と
（
た
だ
し
伴
奏
者

　

を
置
く
こ
と
は
可
）

※

準
備
、
演
奏
時
間
を
含
め
十
分
以
内
。

曲
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

｢

サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５｣

○
と
　
き
　
8
月
16
日
㈰
開
演
午
後
2
時

○
と
こ
ろ
　
湯
沢
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

住
民
基
本
台
帳
法
で
は「
住
民
基
本
台
帳
の一部
の
写
し
」の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て
公
表
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の
閲
覧
状
況
を
、同
法
第
十一条
第
三
項
、第
十一条
の
二
第
十
二
項
お
よ
び
住
民
票
省
令
第
三
条

に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
住
民
班
（
☎
73
2
1
1
6
）
へ

※犯罪捜査などのための請求に係るものを除きます。

※訴訟の提起その他の特別な事情によるものを除きます。

市内全域
（満20歳~60歳未満の男女）

市内全域
（平成9年4月2日～
10年4月1日生まれの男女）

閲覧に係る住民の範囲

平成26年8月27日

平成27年1月16日

閲覧の年月日

「男女共同参画社会の推進
に向けた県民意識調査」

自衛官募集

請求事由の概要

秋田県生活環境部

自衛隊秋田地方協力本部

国・地方公共団体の機関の名称

株式会社　アキタネット
代表取締役　大久保　利彦

一般財団法人　秋田経済研究所
理事長　藤原　清悦

一般社団法人　新情報センター
事務局長　平谷　伸次

株式会社　日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

株式会社　インテージリサーチ
代表取締役社長　井上　孝志

一般社団法人　新情報センター
事務局長　平谷　伸次

一般社団法人　新情報センター
事務局長　平谷　伸次

「国民生活に関する世論調査」

「平成26年度県民意識調査」

「治安に関する県民意識調査」

「母子保健に関する世論調査」

一般社団法人　新情報センター
事務局長　平谷　伸次

清水町一～六丁目、岡田町
（昭和元年4月2日～　　　　
平成6年4月1日生まれの男女）

愛宕町二～三丁目
（満20～75歳未満の男女）

駒形町字東福寺両替、
張山、森合
（満20～79歳の男女）

下院内地区
（満20歳以上の男女）

岩崎地区
（満20歳以上の男女）

市内全域
（満20歳以上の男女）

市内全域
（満20歳以上の男女）

川連地区
（満20歳以上の男女）

平成26年6月12日

平成26年6月13日

平成26年6月25日

平成26年6月30日

平成26年7月30日

平成26年7月31日

平成26年9月19日

平成27年1月14日

「くらしと生活設計に関する
　　　　　　　　　　　調査」

「ストレスと健康
　　　　　　全国調査2014」

「男女のあり方と社会意識に
関する調査」

「家庭からの二酸化炭素排出
量の推計に係る実態調査全国
試験調査」

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
の
公
表

お
お
の
　
　
　
た
か
し

お
ぐ
し

と
し
ひ
さ

さ
さ
ぶ
ち
あ
つ
し

湯
沢
市
身
体
・
知
的
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　
　
相
談
員
紹
介

湯
沢
市
指
定
相
談
支
援

　
　
　
　
　
　

事
業
所

1．同法第11条第１項の規定による閲覧（国または地方公共団体の機関の請求によるもの）　

2．同法第11条の2第1項の規定による閲覧（個人または法人の申し出によるもの）



　

六
月
一
日
㈪
が
納
期
の
市
税
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◯
固
定
資
産
税　

第
一
期

◯
軽
自
動
車
税　

全
期

※
納
期
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、
納

期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し

ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
11
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
三
千
六
百
円
〜
三
万
五

　

千
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
国
見
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
元
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
七
百
円
〜
二
万
三

　

千
五
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

◯
募
集
期
間　

5
月
18
日
㈪
〜
26
日
㈫

（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

国
か
ら
送
ら
れ
る
緊
急
情
報
を
確
実
に

伝
え
る
た
め
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
使
っ
た
緊

急
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
エ
フ
エ
ム
ゆ
ー
と
ぴ
あ

へ
の
自
動
割
込
み
に
よ
る
放
送
が
流
れ
ま

す
の
で
、
放
送
を
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た

ら
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
な
ど
行
動
訓

練
の
実
施
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

5
月
27
日
㈬
午
前
10
時
15
分
頃

○
放
送
内
容　
「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地

震
で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練

放
送
で
す
」
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
が
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
班

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

　

市
で
は
、
地
域
の
介
護
予
防
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

◯
対
象
団
体　

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
人
材
育
成
研
修
や
、
介
護
予
防

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

◯
補
助
金　

年
間
対
象
経
費
の
4
分
の
3

以
内
で
上
限
五
万
円

◯
補
助
対
象　

活
動
事
業
費
と
し
、
介
護

予
防
に
関
す
る
活
動
を
推
進
す
る
経
費

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
5
日

㈮
ま
で
に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

　

飼
い
犬
の
実
技
指
導
を
希
望
さ
れ
る
人

は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

5
月
30
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
／
午
前
10
時
か
ら
受
け
付
け

◯
と
こ
ろ　

多
目
的
広
場
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
隣
）

※
雨
天
時
は
健
康
ド
ー
ム
で
行
い
ま
す
。

◯
参
加
料　

無
料

◯
内　

容　

県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
職
員

に
よ
る
し
つ
け
方
の
実
技
指
導
な
ど

※
当
日
は
会
場
内
で
狂
犬
病
予
防
注
射
も

接
種
で
き
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
保
健

所
環
境
指
導
課
（
☎
73
6
1
5
7
）
ま

た
は
、
く
ら
し
の
相
談
課
生
活
環
境
班

（
☎
55
8
0
6
9
）
へ

○
と　

き　

5
月
31
日
㈰
か
ら
11
月
1
日

㈰
ま
で
の
毎
週
水
・
日
曜
日
／
午
前
6

時
〜
9
時

○
と
こ
ろ　

旧
雄
勝
中
央
病
院
跡
地

○
出
店
対
象
者　

湯
沢
市
民
、
湯
沢
市
近

郊
在
住
者
、
農
漁
業
者
、
市
民
団
体
、

商
工
業
者

○
出
店
料　

会
員
は
年
会
費
二
千
円
と
管

理
費
と
し
て
一
回
あ
た
り
三
百
円
／
非

会
員
は
管
理
費
と
し
て
一
回
あ
た
り

六
百
円

○
販
売
品
目　

野
菜
、
果
物
、
花
、
水
産

物
、
農
水
産
物
加
工
品
、
食
肉
加
工
品
、

飲
食
品
、木
工
品
、陶
器
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
品
ほ
か

※
詳
細
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
観
光

物
産
班
（
☎
55
8
1
8
0
）
へ

市
税
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.05.15
7

2015.05.15
6

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

緊
急
情
報
伝
達
訓
練

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業
補
助
金

犬
の
し
つ
け
方
教
室

ゆ
ざ
わ
新
鮮
楽
市出

店
者
募
集

○
と　

き　

5
月
28
日
㈭
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
入
場
料　

無
料

○
講　

師　

小こ

杉す
ぎ

則の
り

子こ

さ
ん
（
湯
沢
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

◯
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
よ
ー

く
聴
く
窓
口
班
（
☎
73
2
1
1
5
）
へ

　

健
康
で
楽
し
く
生
き
生
き
過
ご
す
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
5
日
か
ら
12
月
4
日
ま

で
の
毎
月
第
一
金
曜
日
（
8
月
を
除
い

た
全
6
回
）
／
午
前
10
時
〜
正
午

◯
内　

容　

教
養
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
、
自
然
観
察
、
運
動
講
座
な
ど

◯
受
講
料　

五
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

◯
定　

員　

40
人

○
申
込
期
間　

5
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮

※
受
講
料
を
添
え
て
左
記
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

午
前
8
時

30
分
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

6
月
15
日
か
ら
7
月
13
日
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
／
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
（
全
5
回
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
受
講
料　

千
円

○
講　

師　

中な
か

村む
ら

政ま
さ

夫お

さ
ん

◯
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
し
て
い
る

人
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
初
心
者
の
人

○
持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

◯
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
込
期
間　

5
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮

※
左
記
へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
「
水
道
週

間
」
で
す
。
日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
飲
ん
で
い

る
お
い
し
い
水
道
水
が
ど
の
よ
う
に
し
て

供
給
さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
5
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

※
午
後
一
時
十
五
分
ま
で
市
役
所
本
庁
舎

玄
関
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
見
学
施
設　

関
口
水
源
地
・
院
内
浄
水

場
・
岩
崎
浄
水
場

◯
参
加
料　

無
料

◯
定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
28
日

㈭
ま
で
、
水
道
課
管
理
業
務
班
（
☎
73

2
1
6
5
）
ま
た
は
関
口
水
源
地
（
☎

73
2
3
1
2
）
へ

　

小
町
の
郷
公
園
は
、
遊
水
池
や
遊
具
が

設
置
さ
れ
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、

お
子
さ
ん
連
れ
の
家
族
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
小
野
小
町
が
過
ご

し
た
平
安
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
小
町
舞

台
や
広
場
な
ど
は
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど

で
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

道
の
駅
お

　

が
ち
（
☎
52
5
5
0
0
）
へ

【
事
件
を
知
っ
た
ら
す
ぐ
１
１
０
番
】

　

1
1
0
番
通
報
に
よ
り
現
場
へ
急
行
し

ま
す
。
警
察
官
の
到
着
や
緊
急
配
備
の
時

間
が
短
い
ほ
ど
早
く
犯
人
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
現
場
は
そ
の
ま
ま
、
ま
ず
届
け
出
を
】

　

届
け
出
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
現
場

に
は
犯
人
に
結
び
つ
く
指
紋
や
痕
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。
歩
き
回
っ
た
り
、
片
付

け
た
り
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
で
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し
な
い
で
い
る

と
犯
人
を
野
放
し
に
し
、
被
害
が
増
大
し

ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
警
察
署
（
☎
73

2
1
2
7
）
へ

【
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
】

・
講
習
期
間　

6
月
2
日
㈫
〜
4
日
㈭

・
定　

員　

20
人

【
ワ
ー
ド
／
エ
ク
セ
ル
入
門
】

・
講
習
期
間　

6
月
9
日
㈫
、
10
日
㈬

・
定　

員　

10
人

【
簿
記
Ⅰ（
仕
訳
の
基
本
）】

・
講
習
期
間　

6
月
23
日
㈫
、
24
日
㈬

・
定　

員　

10
人

○
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

○
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

○
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技

術
専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎

0
1
8
7
62
6
3
2
1
）
へ

【
消
費
者
講
演
会
】

認
知
症
の
こ
と  

も
っ
と
知
ろ
う

〜
家
族・地
域
が
で
き
る
こ
と
〜

【
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

〜
ワ
ー
ド
で
イ
ラ
ス
ト
入
り
の

チ
ラ
シ
作
成
に
挑
戦
〜

水
道
施
設
見
学
会

小
町
の
郷
公
園
オ
ー
プ
ン

小
町
舞
台
や
広
場
な
ど

お
貸
し
し
ま
す

触
ら
ず
歩
か
ず
動
か
さ
ず

ま
ず
「
１
１
０
番
」

〜
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
届
け
出
を
〜

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
き
生
き
シ
ル
バ
ー
学
級

受
講
生
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集



○
応
募
期
限　

7
月
31
日
㈮
（
必
着
）

○
応
募
資
格　

県
内
在
住
ま
た
は
県
出
身

者
で
、
満
16
歳
以
上
の
人

○
募
集
作
品　

①
小
説
・
評
論
②
詩
③
短

歌
④
俳
句
⑤
川
柳
⑥
エッ
セ
イ
の
6
部
門

○
投
稿
料　

1
部
門
千
円（
学
生
は
無
料
）

※
募
集
要
項
お
よ
び
作
品
募
集
票
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

県
文
化
振
興

課
調
整・文
化
振
興
班「
あ
き
た
の
文
芸
」

係（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
5
3
0
）へ

○
公
売
実
施
期
間　

5
月
26
日
㈫
か
ら
6

月
1
日
㈪
ま
で

○
物　

件　

横
手
市
前
郷
一
番
町
580
番
ほ

か
4
筆
（
宅
地
）
お
よ
び
建
物
（
3
階

建
ビ
ル
）
／
見
積
価
額
六
百
九
十
二
万

円
／
公
売
保
証
金
七
十
万
円

※
詳
細
は
国
税
庁
公
売
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
特
別
整
理

第
一
部
門
（
☎
0
2
2
―
2
6
3
―
1

 

1
1
1
内
線
3
4
6
9
）
へ

○
と　

き　

5
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

○
入
場
料　

五
百
円

○
出　

演　

梅
沢
舞
踊
劇
団
ほ
か
85
組
の

歌
と
踊
り

※
収
益
金
よ
り
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

十
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
寄
付
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

あ
き
た
・
ふ
き
の
会
代

表
元
田
（
☎
72
3
9
6
0
）
へ

　

秋
田
市
出
身
の
チ
ェ
リ
ス
ト
が
奏
で
る

世
界
を
、
楽
し
い
お
話
を
交
え
な
が
ら
進

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
7
日
㈰
／
午
後
2
時
開

場
／
午
後
2
時
30
分
開
演

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
出　

演　

羽は

川が
わ

真し
ん

介す
け

さ
ん（
チ
ェ
ロ
）、

渚な
ぎ
さ

知ち

佳か

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

◯
曲　

目　

サ
ン
サ
ー
ン
ス
「
白
鳥
」、

日
本
歌
曲
「
か
ら
た
ち
の
花
」「
初
恋
」

ほ
か
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
チ
ェ

ロ
ソ
ナ
タ
第
2
番
ニ
長
調
作
品
58
」
ほ

か
◯
入
場
料　

一
般
＝
二
千
円
（
当
日
券
二

　

千
三
百
円
）、
学
生
＝
千
円

◯
問
い
合
わ
せ　

コ
ン
サ
ー
ト
倶
楽
部
ゆ

ざ
わ
事
務
局
渡
部（
☎
72
1
2
3
4
）へ

○
と　

き　

6
月
1
日
㈪
、
2
日
㈫
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
華
道
会
事
務
局

杉
（
☎
73
1
3
1
7
）
へ

○
と　

き　

6
月
1
日
㈪
〜
7
日
㈰
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

無
形
民
俗
文
化
財「
鹿
踊
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
木
版
画
「
花
巻
鹿
踊

り
」、
お
寺
と
観
音
像
の
木
版
画
「
西

国
33
観
音
霊
場
め
ぐ
り
」
ほ
か

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

髙
橋
功
（
☎
72
1
5
1

 

4
）
へ

○
と　

き　

6
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
北
中
学
校

◯
内　

容　

志し

ば葉
玲れ

い

さ
ん
（
フ
リ
ー
ジ
ャ

　

ー
ナ
リ
ス
ト
）
に
よ
る
記
念
講
演

○
問
い
合
わ
せ　

第
62
回
秋
田
県
母
親

大
会
実
行
委
員
会
会
長
森
川
（
☎
73

5
2
2
9
）
へ

◯
と　

き　

7
月
1
日
㈬
〜
12
月
25
日
㈮

／
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

◯
内　

容　

機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
科
、
ビ
ル
管
理
技
術
科

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

付
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
定　

員　

各
学
科
15
人
程
度

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
1
日

　

㈪
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
訓

練
課
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7

 

8)

へ

あ
き
た
県
民
文
化
芸
術
祭
２
０
１
５

「
あ
き
た
の
文
芸
」第
48
集

作
品
募
集

第
62
回 

秋
田
県
母
親
大
会

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

湯
沢
市
華
道
会

春
季
綜
合
い
け
ば
な
展

髙
橋
功 

創
作
木
版
画
展

仙
台
国
税
局
公
売
のお

知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
９
回 

歌
と
踊
り
の

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

み
ち
の
く
大
衆
芸
能
祭
り

羽
川
真
介チ

ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2015.05.15
9

2015.05.15
8

　毎年5月から6月にかけ 「山菜採り」 による遭難事故が発生しています。
　慣れた場所でも油断は禁物です。山菜採りで山に入る場合は、次のことに注意してください。
○山菜採りに行くときの注意・装備品の注意
　・一人で山に入らない
　・家族などに、行き先、帰宅予定時間を告げて行く
　・自分の体力、体調にあった行動をとる
　・知らない山には入らない
　・天気予報、気象情報を確認してから出掛ける
　・予備の食糧、雨具、着替え、ライター、ナイフ、ラジオなどを持つ
　・携帯電話を持つ（電波の届く場所がある）
　・服装、所持品は目立つ色で（白色タオルなどを持参）
※山菜採りで山に入る時は、クマに対する警戒を怠らず、笛や鈴で人間の存在をクマに知らせましょう。
　・空気が乾燥している季節です。林野火災防止のためタバコなど火の始末を確実にしましょう
○もし、迷ってしまったら
　・むやみに歩き回らない。
※暗くなってむやみに歩き回ると、沢などに転落の危険性が高まります。大木の下や岩穴などで風雨を
しのぎ、体力の消耗を防ぎましょう。
　・明るくなったら見通しの良い場所に出て、救助を待ちましょう
　・捜索のヘリコプターを見つけたら、見通しの良い場所に移動し、目立つ色の着衣・雨具・タオルな
　　どを振って居場所を知らせましょう
※上空から見て最も目立つ色は、白色です。
◯問い合わせ　総務課総合防災班（☎55-8250）へ

山 菜 採 り 遭 難 防 止山 菜 採 り 遭 難 防 止
～　山菜採り　行き先を告げて　無理をせず　～～　山菜採り　行き先を告げて　無理をせず　～

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
4月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

48,507人
23,142人
25,365人

（－79人）

（－32人）

（－47人）

18,145世帯（＋11世帯）
○と　き　6月13日㈯午後2時開演
○ところ　湯沢文化会館大ホール
○入場料　無料
•指定席券（1人2枚まで）を
　5月23日㈯午前10時から湯沢
　文化会館にて先着順に配布し
　ます。（指定席がなくなり次第、
　立見券の配布となります）
•未就学児の入場はご遠慮くだ
　さい

◯問い合わせ　湯沢文化会館（☎72-2121）へ

　今回の演奏会は、東日本大震災で被災され、
現在も湯沢雄勝地域で避難生活を送っているか
たがたと、湯沢雄勝地域の小・中学校、高校の
ブラスバンド部や吹奏楽部の皆さんを招待して
います。
　一般のかたの座席が少ない状況ですので、あ
らかじめご了承ください。

湯沢文化会館自主事業

陸上自衛隊中央音楽隊
湯沢市演奏会

陸上自衛隊中央音楽隊
湯沢市演奏会



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

田　　　賀

大　　　谷

高　　　村

下　　　宿

83

68

91

71

4.20

4.22

4.24

4.24

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

平　成　園

役　　　内

山　　　岸

赤　　　塚

91

80

94

80

4.17

4.19

4.20

4.25

本　人

利　美

アイ子

サ　チ

4月27日届け出分まで

隆　子

サキ子

隆　志

悦　子
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●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

大 沼　信 輝くん

釜 田 優智星ちゃん

藤 原 龍空翔くん

小菅生 翔 磨くん

細 井　結 菜ちゃん

髙 野　徹 馬くん

のぶき

やちる　

りくと　

しょうま

ゆいな

てつま

4.10

4.13

4.17

4.18

4.19

4.22

信一さん・玲子さん

忠之さん・智美さん

徹さん・千春さん

正人さん・智絵さん

光孝さん・幸歩さん

孝健さん・千春さん

中 野 町 ３

新 山 田 東

光　陽　台

さつき町第1

内前森第１

松並寺通り

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

小 南　優 雅くん
ゆうま

4.18 和久さん・真由美さん 板　　　戸

4.16

4.16

4.17

4.17

4.18

4.20

4.20

4.21

4.21

4.23

4.24

77

80

82

98

86

81

86

77

86

84

97

上 ノ 宿 上

中　の　沢

川　　　口

清水町第７

大工町第２

中 野 町 １

横　　　上

山田団地第1

清水町第３

桜　通　り

御囲地町第2

本　人

ミ　チ

笑　子

本　人

英　輔

本　人

秋　雄

ケ　イ

本　人

本　人

本　人

樋 口　ミ ネさん

菅　　シミヨさん

髙 橋 チヨノさん

加 藤　雄 一さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

藤　　　倉814.19 誠佐 藤　誠 一さん

佐 藤 寛太郎さん

佐 藤　榮 治さん

金 子 キエ子さん

三 春　重 義さん

4月27日届け出分まで

館　　　　孝さん

野 田　昭 二さん

小 嶋　正 義さん

門 田　サ ヨさん

荻 田　昭 三さん

熊 谷　數 雄さん

佐々木 富 雄さん

藤 原　信 夫さん

遠 藤　チ ヱさん

伊 藤 千代吉さん

木 曽　周 藏さん

2015.05.15
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　市の国際交流事業として平成3年度から隔年で中学生を派遣しています。現在は
湯沢日独協会の主催事業として実施しており、今回で13回目の派遣となります。
市内在住の中学生であれば誰でも応募できます。詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

●期　　間　10月23日㈮～11月1日㈰　9泊10日
●募集人員　10人程度（応募者多数の場合は、参加できない場合もあります）
●交流内容　ホームステイ、ドイツの学校（アンノギムナジウム）への体験通学など
●派 遣 先　ドイツ連邦共和国ジークブルク市
●参加費用　220,000円程度（パスポート取得費用など個人的経費は除きます）
●参加条件　①市内在住の中学生であること
　　　　　　②現地生徒との交流テーマを持ち、帰国後、成果を発表できること
　　　　　　③英語であいさつや自己紹介ができること
　　　　　　④海外でのホームステイに耐え得る心身の持ち主であること
　　　　　　⑤湯沢日独協会の会員に入会できること（学生年会費：2,000円）
●申込方法　申込書に応募動機などを記入の上、各中学校へ提出すること
※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。
●申込締切　5月29日㈮／当日消印有効
●選考方法　書類選考、面接
●申し込み・問い合わせ　湯沢日独協会事務局（企画課企画政策班内☎73-2113、℻73-2117）

平成27年度日独交流中学生派遣事業参加生徒募集 湯沢日独協会主催

【ケルン大聖堂】

【ガーデンパーティー】

【体験通学先アンノギムナジウム】

前回の交流の様子前回の交流の様子
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広告募集このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

平成２７年度の広告を募集します。詳しくは、市ホームページ
お知らせ欄の「有料広告の募集について」をご覧ください。
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